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建設環境委員会会議録 
 
平成２８年１１月８日 火曜日 

  午前１０時０２分開議 

  午前１０時５８分閉議（実時間 ５６分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．所管事務調査 

 ・生活環境に関する諸問題の調査 

  （環境センター建設事業に伴う氷川町及び

八代生活環境事務組合との協議の進捗状

況について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  福 嶋 安 徳 君 

副委員長  中 山 諭扶哉 君 

委  員  野 﨑 伸 也 君 

委  員  古 嶋 津 義 君 

委  員  増 田 一 喜 君 

委  員  松 永 純 一 君 

委  員  百 田   隆 君 

 

※欠席委員 村 上 光 則 君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

市民環境部長    堀   泰 彦 君 

 環境ｾﾝﾀｰ建設課長 山 口 敏 朗 君 

                              

○記録担当書記    鶴 田 直 美 君 

 

（午前１０時０２分 開会） 

○委員長（福嶋安徳君） 皆さん、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり） 

 定刻となり、定足数に達しましたので、ただ

いまから建設環境委員会を開会いたします。 

                              

◎所管事務調査 

・生活環境に関する諸問題の調査（環境センタ

ー建設事業に伴う氷川町及び八代生活環境事務

組合との協議の進捗状況について） 

○委員長（福嶋安徳君） 本日は、生活環境に

関する諸問題の調査を議題とし、調査を進めま

す。 

 それでは、環境センター建設事業に伴う氷川

町及び八代生活環境事務組合との協議の進捗状

況について、執行部から発言の申し出があって

おりますので、これを許します。 

○市民環境部長（堀 泰彦君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）お忙しい中に所管事務調査の開催をお願い

しましたところ、快く開催いただきまして、本

当にありがとうございます。 

 ただいま委員長よりお話がございましたよう

に、環境センター建設事業に伴います氷川町及

び八代生活環境事務組合との協議の進捗状況に

つきまして、環境センター建設課山口課長より

説明いたさせますので、どうぞよろしくお願い

申し上げます。 

○環境センター建設課長（山口敏朗君） おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）環境センター建設課の山口でござ

います。よろしくお願いいたします。 

 それでは、環境センター建設事業に伴います

氷川町、八代生活環境事務組合との３者により

ます今までの協議状況について御説明いたしま

す。座って説明させていただきます。 

 説明に入ります前に、今回の説明では、八代

生活環境事務組合を組合と表現させていただき

ますので、よろしくお願いいたします。 

 現在、環境センター供用開始に向けて組合規

約の変更を行うために、八代市、氷川町のそれ

ぞれの議会において同文議決が必要となること
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から、規約変更案作成のための協議を行ってい

るところでございます。 

 本日は、変更案のポイントであります組合負

担金の八代市、氷川町のそれぞれの負担金の割

合についての考え方が事務局案として取りまと

められ、その案に対して事務段階での協議の合

意が得られましたので、そのことが組合議会の

ほうに報告されました。本日は、その内容につ

いて、まず御報告いたします。その後、今まで

の協議の経緯について御説明させていただきま

す。 

 それでは、資料に基づきまして御説明いたし

ます。表紙をめくっていただきまして、中表紙

のほうに今回の資料の項目をつけております。 

 それでは、目次をめくっていただきまして、

その後の中表紙をめくっていただきますと、資

料のほうがございます。 

 それでは、１項目めの八代市環境センター供

用開始以降の生活環境事務組合負担金算出割合

について御説明いたします。 

 資料につきましては、組合議会に報告されま

した資料と同じものをつけております。資料の

内容の要点を読ませていただきます。 

 まず、取りまとめる負担金の算出割合につい

てですが、組合のごみ処理の枠組みは、今回の

平成３０年度以降の変更に加え、さらに組合ク

リーンセンターでのごみ焼却業務を終了する際

にも変更されることになります。ここでは、平

成３０年度以降、組合クリーンセンターでのご

み焼却を終了するまでの市町負担金の算出割合

について取りまとめてあります。 

 次の費用案分の区分です。現行の費用案分の

区分とその割合は、下のほうにあります表１の

とおりになります。共通経費割として全体の３

０％、国勢調査人口割として２０％、搬入量割

として５０％に区分されております。そのう

ち、共通経費割を市町村合併前の６町村が均等

割の名称で負担していたものを合併後の構成市

町が合併前の町村の課税に応じて負担している

もので、八代市が６分の４、氷川町が６分の２

を負担している、これが現在の状況でございま

す。 

 それでは、次のページをお願いいたします。 

 平成３０年度以降、組合では氷川町のごみ処

理のほか、引き続き、これまでごみ処理から出

ました焼却残渣などを処分するための最終処分

場の維持管理を行うことになりますので、費用

案分を検討するためには、ごみ搬入量割のほか

に、共同処理することについての応分の負担と

いう要素に加え、さらに過去の利用の度合いに

応じた費用の負担という要素も合わせて考える

必要があるということになっております。 

 そのようなことから、ごみ処理の枠組み変更

を機に、組合規約での費用案分の区分の一つで

ある現行の処理区域内の国勢調査人口を共同処

理することについての応分の負担や枠組みの変

更までの利用度合いを考慮した指標として用い

ることとし、ごみ処理事業における費用につい

ては国勢調査人口割と搬入量割の２つの区分に

案分することとしております。 

 続きまして、費用案分の割合の考え方ですけ

れども、八代市及び氷川町が平成２８年度の組

合の予算をもとに行った案分割合算出の方法か

ら、ごみ処理事業に要する費用を、まず人件費

負担金など総務的経費及び最終処分場費、ごみ

処理以外の費用の総務、その他の費用、最終処

分場の維持管理に要する費用の最終処分場費、

それから、燃えるごみと資源物の処理に要する

費用及びその施設の維持管理に要する費用のご

み処理費という３項目におきまして考えた結

果、表の２にありますように、それぞれ、八代

市、氷川町から考え方を示したものを数字でま

とめてみますと、表の２の数字になっておりま

す。 

 おおむね国勢調査人口割区分で八代市を算出

した場合が４８.５％、氷川町を算出した場合
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が４９.６％、搬入量割区分のほうが、八代市

を参考にした場合が５１.５％、氷川町の算出

方法で５０.４％というところになっておりま

す。そういうところから、国勢調査人口割区分

と搬入量割区分に振り分けるための割合をそれ

ぞれ５０％とするというところで数字をつくっ

てあります。 

 続きまして、右のページのほうに入ります

と、変更後の負担金算出割合及び変更による影

響額。これまで検討した３０年度以降のクリー

ンセンターでのごみ焼却終了までの市町負担金

割合をまとめますと、人口割のほうが５０、５

０という、表の３のとおりになります。 

 そのことから算出しました負担金のこれから

の影響というものが表の４になりまして、変更

前の八代市が２億９００万であったものが、変

更後は１億６００万になる。それから氷川町が

変更前が１億４００万であったものが、変更後

は２億７００万になるということで、おおむね

今の負担割合が逆転するような形になりまし

て、比較といたしまして、約１億ほどの増減が

出てくるというところでこの表をまとめてある

というところでございます。 

 こういった資料が組合議会のほうに議員さん

のほうに提案をされたというところで報告させ

ていただきます。 

 その後は、資料を全部続けて説明させていた

だきたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

 それでは、次のページをめくっていただい

て、中表紙のほうで氷川町、八代生活環境事務

組合との３者の協議の経緯ということで御説明

させていただきます。中表紙をめくっていただ

きたいと思います。 

 氷川町、八代生活環境事務組合との３者協議

についての経緯でございます。平成２５年の７

月２４日に第１回の会議が開かれております。

このときのちょっと協議記録がございませんの

で、どういった内容だったのかというのはちょ

っと記録がありませんけれども、八代市からは

環境センターの建設事業の概要について御説明

してあるというところです。事務組合からは環

境センター建設事業に伴い発生します生活環境

事務組合の課題が説明あったというところだけ

がわかっております。 

 平成２６年度になりまして、１０月６日に第

２回目の会議が開かれております。このとき

に、組合事務局から環境センター建設に伴う事

務組合の課題と方針案が示されております。 

 このポイントといたしまして、これからの協

議のポイントとなりますのが、そこに４つ示し

ております。１つ目が環境センター供用開始後

も収集ごみを除くクリーンセンター周辺の一般

搬入ごみについては受け入れると。２つ目が平

成３５年度ごろには最終処分場の残余量がなく

なることが見込まれることから、その時点をも

って焼却処理施設の運転を終了することとし、

その後の氷川町のごみ処理については、引き続

き、事務組合と八代市、氷川町が連携を取りな

がら協議をしていくと。最終処分場は埋め立て

終了後も浸出水処理の運転を行い、適切な維持

管理を行っていかなければならないため、その

取り扱いを検討する必要がある。４つ目が課題

を解決した上で、事務組合として共同処理する

ごみ処理事業に係る事務の内容、その経費負担

割合などの取り扱いを検討し、組合規約を変更

する必要があるなどの項目が上げられておりま

す。 

 その後、平成２７年度に入りまして、第３回

の協議を行っております。このときも事務局か

らは先ほど説明しました課題の説明があってお

ります。その後、平成２９年度９月議会で同文

議決をもらいたいというところの事務局として

の考え方が示されているところでございます。 

 続きまして、５月２６日、第４回の協議を行

いまして、このときには氷川町さんのほうか
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ら、今後はクリーンセンターの問題と平成３５

年度以降の氷川町のごみ処理問題を切り離して

考えていくとの発言があっているというところ

でございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 ９月２８日には第５回目の協議を行っており

ます。このときには事務組合から規約変更案に

対し、八代市と組合事務局案でいけば、両方の

処理施設で処理を行うことになると。地域計画

と整合性がとれなくなり、不適正処理になる旨

を伝え、県に確認をするということにしまし

た。これは八代市のほうが県に確認をするとい

うことでしております。 

 １１月１９日に６回目の協議を行いまして、

組合事務局から、正副管理者から、現在取り扱

っている内容について八代市と氷川町との意見

が食い違っていることから、３者連名にて県に

きちんと確認するようにという指示があったと

いうところで、県に照会を行う原案が示されて

おります。この原案を持ち帰りまして、協議を

して、次回の会議をするということになりまし

た。 

 １２月１８日に第７回目の会議を行っており

ます。 

 年明けの１月１４日に第８回目の協議を行っ

ております。県への照会に関しての修正につい

て協議を行いまして、最終的に１月２２日に正

副管理者会議で了承され、２月１日に県に３者

で出向き、市町村課、廃棄物対策課の担当者と

協議を行っております。 

 その後、３月１０日に３者連名での照会に対

し、県から回答が届きましたので、３月１７日

の建設環境委員会管内調査の終了した後だった

と思いますけれども、県から回答が届いた旨の

御報告をさせていただいております。県からの

回答の内容につきましては、１点目が同文議決

が得られない場合、環境センターでの４町、千

丁、鏡、東陽、泉分のごみ処理はできないこ

と、それから、照会の件に関しては、至急環境

省に問い合わせを行う必要があるという、この

２点が示されております。 

 次のページをお願いいたします。 

 ２８年度に入りましてから、９回目の会議を

５月２５日に行っております。環境省への照会

の方法と、先ほど御説明しました組合負担金の

負担割合に関する協議を開始しております。ま

た、このときに、八代市議会、氷川町議会での

同文議決の時期を平成２９年６月議会で行える

ように事務を進めるというところで意見が一致

しているところでございます。 

 翌６月９日に第１０回の協議を行い、環境省

への照会の資料について、県に照会を行った資

料そのもので照会するということで合意をして

おります。なお、環境省のほうには公文書では

なくて、事務レベルでの問い合わせとして行う

こととしております。また、このときに、組合

負担金の八代、氷川町の負担割合について、八

代市の考え方を説明しております。 

 続きまして、６月２８日に１１回目の会議を

行っております。今度は氷川町のほうから組合

負担金の割合について、氷川町の考え方という

ことが説明があっております。 

 ７月１２日に第１２回の協議を行い、今度は

組合事務局から組合負担金の割合について、事

務局案という形で示されております。それの最

終的なものが、先ほど御説明しました資料にな

っております。 

 ９月２８日に第１３回の協議を行いまして、

組合負担金の八代市、氷川町の負担割合につい

て、組合事務局案について協議を行い、合意し

たことから、組合の正副管理者会議において、

今までの協議の経緯、負担割合についての説明

を行いたい旨の説明があっております。また、

この時点までは環境省からの答えがあってない

というところでございます。 

 その後、１０月１２日に環境省から回答があ
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りました。その内容といたしましては、環境セ

ンターが供用開始後もクリーンセンターを併用

する場合は、環境センターの規模が過剰設計と

なるということ、それと、その場合、会計検査

で施設規模が過剰設計ではなく、適切な規模で

ある旨の説明が必要となるという回答が参って

おります。 

 以上が平成２５年からやっておりました３者

協議の現在までの協議の経緯でございます。 

 続きまして、３項目めの八代市環境センター

建設事業の進捗状況と生活環境事務組合及び氷

川町との協議の経緯について御説明いたしま

す。 

 この資料は、先ほど御説明しました３者協議

を開始する以前の経緯となっております。今度

の資料は表形式でつくっており、一番左の列が

日付、その次の列が八代市の施設整備に関する

事項、右側の列が事務組合・氷川町との協議に

関する事項となっております。抜粋しながら御

説明させていただきます。 

 まず、１ページ目の中段、平成２２年４月１

２日、政策会議にて、現在、加賀島地区の場所

を候補地と決定するまで、これまでは氷川町さ

んとの協議は行われておりませんでした。 

 環境センター建設事業に関しての最初の協議

が行われましたのは、記録からしますと、表の

下のほうですね、２２年９月１日、八代市が循

環型社会形成推進地域計画の提出前に急遽お願

いしまして、氷川町長、市長、事務組合局長の

３者で協議が行われております。このとき、八

代市から氷川町に対しまして、八代市の整備計

画には氷川町のごみを含める用意がある旨を伝

え、今後、協議を行い、検討の上、回答するよ

うにとの八代市の申し出がなされたと。これ

は、後日開かれました組合の正副管理者の会議

の資料のほうにこういった記載が残ってるとい

うところでございます。 

 その後、一番表の下のほうになりますけれど

も、２２年９月９日、市は地域計画を環境省に

提出しております。そのときの施設規模は１日

当たり２５０トンの処理能力で、氷川町のごみ

は含まれていないというところになっておりま

す。ただし、広域化の検討の項目の中で、クリ

ーンセンターにおいては氷川町のごみも処理さ

れており、現在、氷川町と広域化に関する協議

を行っているという記載がされております。 

 次のページをお願いいたします。 

 一番上の２２年９月２１日、市、氷川町、事

務組合の事務方による３者協議が行われており

ます。市は提出した地域計画について説明を行

っております。氷川町からは、情報を得ながら

協議を行い判断したい。町の負担の少ない選択

をしたい。選択として単独、八代市との広域、

他自治体との広域があると認識したという発言

があっております。また、組合のほうからは、

将来も今のエリアでごみ処理を行う予定でい

た。ただ、計画は現時点ではない、今からであ

るなどの発言があっております。また、今後も

３者で協議を行う報告で認識したとなっており

ます。 

 続きまして、１段飛ばしまして、２２年１０

月７日、組合の正副管理者会議があっておりま

すが、記録がなく、翌日の１０月８日の氷川町

との協議の記録から、氷川町の発言といたしま

して、氷川町が八代市に共同処理の申し入れを

行う期限は２３年３月３１日であると。今後、

この協議は事務組合抜きでやっていきたいとい

う発言があってるという記録が残っておりま

す。 

 その下の段ですけれども、１０月８日に、１

０月７日の氷川町長の発言に認識違いがあると

思われるため、急遽、氷川町を訪問して説明、

理解を求めている状況があります。このとき、

市からは、年度末の３月３１日が期限であると

いうことを押しつけがましくは言っていない

と。基本計画を３月からつくり始め、７月まで
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につくり上げる計画である。７月までに必ず回

答が欲しいとは言っていないというところであ

ります。また、八代市は門を開いている。氷川

町の気持ちを尊重しつつ進めていきたいという

発言があっているようでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 上から２段目、２２年１１月２９日、市、氷

川町、組合との３者による意見交換があってお

ります。その中で、氷川町の結論は７月ごろに

いただければというところで発言があっており

ます。この７月というのは平成２３年７月だと

いうふうに記録の流れからは読み取れるところ

でございます。 

 次に、ページの下段から一つ上ですね、２３

年８月５日、このときに生活環境事務組合へ可

燃性一般廃棄物の焼却処理委託の依頼に関して

の公文書を生活環境事務組合に八代市から出し

ております。 

 ２３年８月３０日には、その下のほうですけ

れども、氷川町との２者協議を行っておりま

す。このとき氷川町から、町長に早急に回答を

もらいたいと市から言われていることは伝えて

あるが、計画がないため町長は判断できていな

いとの発言があっているという記録が残ってお

ります。 

 次のページをお願いいたします。 

 一番上の２３年１１月１日、この時点では生

活環境事務組合から文書が来ておりますけれど

も、このときにもまだ結論が出ていないという

ことで、結論が出次第、回答できる予定である

という文書が八代市のほうに届いてるというと

ころでございます。 

 その後、４段目のところ、平成２４年１月２

４日、生活環境事務組合に対しまして、公文書

で市のごみ処理に関する基本的な考え方という

のを文書で事務組合のほうにお出ししておりま

す。 

 その後、平成２４年３月１６日、生活環境事

務組合よりごみ処理単価及びその積算に関する

考え方が文書で示されております。それを受

け、組合にごみ処理委託を行うよりも、民間委

託が最良であると判断いたしまして、２４年５

月１日に建設環境委員会にこのことを報告して

あるという記録が残っております。 

 それでは、次のページをお願いいたします。 

 ２４年７月１０日、市、氷川町との２者協議

があっております。まず市のほうから、９月に

実施方針を公表予定であるということを伝えて

あります。それから、丸の上から４段目のとこ

ろですけれども、これまで、まず氷川町単独で

クリーンセンターを運営する。２、建設時より

参加、３、供用開始後処理委託の話をして回答

を待っていたが返事がない状況で、１番目と２

番目はタイミングが外れている。今時点となる

と、３番目の供用開始後の処理委託しかないと

いうことを八代市から氷川町さんに伝えてある

というところでございます。 

 氷川町さんの意見といたしましては、丸の３

つ目、事業費が出てから判断したいとの話だっ

たが、二、三日前に広域化でいかないといけな

いとの話になったという記録が残っておりま

す。このときに氷川町さんのほうから、環境省

にも行きたいというお話もありましたので、平

成２４年７月２４日、環境省の九州環境事務

所、それと県の廃棄物対策課、こちらのほうに

２者で行っております。 

 このときに、国のほうの回答といたしまして

は、地域計画については揺るぎないものであ

る。状況を聞いた上で考えると、施設整備後に

処理委託されるほうがスムーズに話が進むので

はないかと考えるというのが国から示された見

解でございます。 

 県のほうからは、地域の軽微な変更で可能で

あると考えるという回答があっておりますけ

ど、市といたしましては、国の見解を正とする

ほうが無難であると判断をいたしまして、その
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ままの考え方で事業を進めていったというとこ

ろでございます。 

 このページの一番下の段になりますと、平成

２４年８月７日、八代市のほうから事務組合に

対しまして、一般廃棄物の焼却処理委託に関す

る協議を終了する旨の文書を提出しておりま

す。この件は、先ほど御説明しましたように、

処理委託、民間のほうが安く済むという判断の

もとで、こういう協議終了の文書を事務機関で

出しているというところでございます。 

 このときに、同じ日に、右のほうになります

けれども、市、氷川町、事務組合との３者協議

ということが行っておりまして、管理者として

氷川町長のほうから、受け入れがスムーズに運

べなかったことに対してのおわびの発言があっ

ております。また、氷川町の広域参入につきま

しては、市のほうから、先々委託は可能と思う

が、しばらくは単独で運営してもらってからと

考えているという発言があっております。ま

た、その枠の一番下のほうで、氷川町さんのほ

うからは、八代市には広域参入の道を残してお

いていただきたい。可能であれば供用開始直後

の委託が望ましいが、無理ということであれ

ば、なるべく早い時期での委託受け入れの方向

で検討していただきたいというお話があってる

という記録が残っています。 

 それでは、次のページをめくっていただけれ

ばと思います。 

 平成２４年９月１４日、市連絡会議におい

て、市のほうで処理計画の変更を行って、報告

をしております。これが１５０トンから現在進

めております１３４――１日に１３４トンに変

更してると。その後、すぐ建設環境委員会でも

この数字の変更を報告してるというところでご

ざいます。 

 その後、２４年９月２４日、市、氷川町との

２者協議が行われておりまして、この変更のこ

とを氷川町さんのほうに伝えております。この

ときに、現時点での合同処理はできない。供用

開始後において氷川町から要望があった後、周

辺関係者と協議を開始するという記録が残って

おります。記録の中に、八代市の方針に対して

氷川町さんのほうが理解を示されたというふう

に記録が残っているところでございます。 

 この後は協議記録がないところで、ちょっと

わかりませんが、基本的にはこの後、３者協議

に入っていったというところで、表の一番最

後、平成２６年１０月６日、これからの協議記

録につきましては、先ほどの２項目めで御説明

しました協議の経緯のとおりとなっておりま

す。 

 以上でございます。早口になってしまいまし

て申しわけございません。御審議のほど、よろ

しくお願いいたします。 

○委員長（福嶋安徳君） 本件について、何か

質疑、御意見はありませんか。 

○委員（松永純一君） 今回のですね、ことに

ついては、私は大きく２つの論点があったと思

うんですよね。１つは、八代市の環境センター

ができた後に、まだ最終処分場の余裕がある

と。それまでにはクリーンセンターで氷川町の

ごみを燃やすということですね。それが大体３

５年ぐらいだったというふうに聞いておりま

す。その後は、ちょっと今出てきたようですけ

ども、氷川町のごみを八代市が委託ということ

で受け入れるということでいいんですかね。 

○市民環境部長（堀 泰彦君） 今のお尋ねに

対しましては、御指摘のとおり、３０年を目途

として環境センター始まりますと、氷川町のご

みだけを約平成３５年度まではクリーンセンタ

ーでできるというふうに組合から聞いていると

ころでございます。御指摘のように、その最終

処分場もいっぱいになりますと、クリーンセン

ターでのごみ受け入れができなくなりますの

で、その後につきましては、先ほど説明があり

ましたように、３点ほどの対応を考えられまし
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たが、私どもの環境センターでの委託の方向で

お考えいただいてるというふうに受け取ってい

るところでございます。 

○委員（松永純一君） それが私は２つの中の

１つであって、もう一つは負担金の問題ですよ

ね。同文議決をしなければならないというよう

なことなのでですね、この交渉はかなり、私難

しいだろうなと考えております。市のほうでど

う考えるかわかりませんけども、生活環境の議

会も議員も兼務しておりますから、氷川町の議

員の方々の考え方というのもいろいろあるよう

ですので、私はかなりですね、これはもう、先

ほどの数字で市と町と事務レベルでは合意にな

ってると思うんですけれども、なかなかこの交

渉は結構難しいんじゃないかなと。 

 なぜかというと、結局、同文議決が得られな

いと困るのは八代市のようなんですよね、今ま

でのずっと経緯を見てみますと。要するに、組

合規約が改正できないということになると、そ

のまま旧４町のごみをクリーンセンターで処理

していくということになると、先ほどありまし

たように過大設計になってくるとか、会計検査

院からの指摘があるだろうとかというと、結

局、同文議決をしていただかなければならない

んですよね、八代市から見れば。氷川町にも議

決してもらなければならない。向こうが、つま

りカードを持っておりますから、なかなかこれ

は難しいんじゃないかなというふうに私は個人

的には思いますけれども、そこはこれからの交

渉ということで、頑張っていただきたい。 

 ということと、やっぱり議決が必要ですか

ら、もちろん建設環境委員会にきょう説明があ

ってしかりですけども、やっぱり市の全員協議

会あたり開いて、議員３２名が同じレベルにな

っていくということが私は大事じゃないかなと

いうふうに考えております。 

 以上です。 

○市民環境部長（堀 泰彦君） 御指摘ありが

とうございます。私たちも、今、御指摘の内容

につきましては懸念しているところでございま

すが、御指示いただきましたように、八代市議

会の議員の先生方に対しましても、このような

内容につきまして、一部誤解が生じないよう

に、これまでの私どもの行政としての対応、当

然、継続してしてきておりますが、その内容に

ついてのいきさつが不十分だったところもその

後改善をした上で、氷川町と十分な話し合いを

積んできたつもりでおりますので、そのあたり

を先ほど御指摘ありました全員協議会あるいは

組合議会のほかの議員の先生方にも御説明させ

ていただき、必要があれば、氷川町の議員の先

生方にもお話を申し上げて、同文議決が得られ

ますように、丁寧に説明を進めていきたいと考

えているところでございますので、今後とも御

指導のほど、どうぞよろしくお願い申し上げま

す。 

○委員長（福嶋安徳君） ほかにありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） 済みません、いろいろ

とですね、説明してもらったっですけど、結局

何が言いたいのかよくわからんとがいっぱいあ

ったですよ。経緯ですね。３者協議ですか、３

項目め、ずっと表ばつくってあって、左側が八

代市の関係で、右側が事務組合との関係でとい

うことで、ずっと時系列でですね、書いてある

わけなんですけど、何を言いたいのか、何を説

明したいのかがわかんない。自分たちがされて

きたことがどうだったのか、相手方と今、交渉

をやってるんだって話で、事務方レベルでです

ね、協議が整ったんですって話だったですけ

ど、じゃあ、自分たちがしてきたことがどうだ

ったんですか、相手はどうだったんですかとい

うところが全くわかんない。時系列でただ報告

してるだけじゃないですか。そこはどうなんで

すか。これじゃわかんないですよ。 

 今、松永委員言われましたけど、カード握ら
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れてるじゃないですか。本来であれば対等であ

るべきなのに。そうなった経緯は何なんです

か。それを説明するのがここの表じゃなかった

んですか。 

○市民環境部長（堀 泰彦君） 今、委員さん

御指摘の点に関して、２点ございまして、同文

議決というカードを握られてるんではないかと

いう点が１点。それと、この経緯に関して何を

言ってるのかわからんというところの御質問を

いただいたかと思うわけですが、これまでので

すね、私もこの担当になりましたとが２７年か

らでございまして、それまで私自身がこの経緯

をよく存じ上げてなかったところもございまし

たので、整理をさせましたところでございま

す。これらにつきましては、氷川町とのやりと

り、組合とのやりとりの中に、いろいろな、言

葉としてはよくないですけれども、うわさとか

事実に基づかないようなものが私も聞いたこと

あったもんですので、それの確認するというた

めでこの経緯をつくらせたところがございまし

て、そこで私のほうが持っていた情報が間違っ

ていたということを再認識した点もございま

す。 

 同文議決に関しましては、この制度上、この

組合ができた時点において、この規約をつくっ

た時点において、複数の市町村において規約を

規定しましたらば、その市町村において改正の

同文議決を得ないとできないという、もう仕組

みができておりますので、今時点でカードを握

られたという意味ではなくて、制度としてそう

いう仕組みになっているというのが事実でござ

います。 

 ですから、当然、私ども環境センターをつく

るに当たっては、私ども地域計画の中で４町に

関するごみ受け入れを新環境センターで行うと

いう計画をした時点で、丁寧に氷川町さん、組

合議会のほうに説明してくるべきだったという

点では、確かに反省すべきところがあろうかと

考えます。 

 それに関しては、おくればせながら、説明、

合意をとるような方向を持ってきておりますの

で、なかなか一部の議員さんにおいては、まだ

まだ賛意を得ていないという御指摘があったか

と思いますが、それをこれからも同意をいただ

けるように、説明を丁寧にしていきたいという

のが私たちの考えというところでございます。 

 この経緯の内容が何を言いたいのかよくわか

らないという意味では、ポイント絞りがよくま

とめられてなくて大変申しわけございません

が、経緯という意味で事実を記載させていただ

きまして、この中でしんしゃくしていただくよ

うなレベルで説明が不十分だったちゅう点に関

しましてはおわびを申し上げます。 

○委員（野﨑伸也君） だから、結局何が言い

たいんですか。 

○市民環境部長（堀 泰彦君） 八代市と氷川

町、そして組合議会との協議の中におきまし

て、環境センターを設置することになって以後

におきましては、言葉の一部やりとりに不十分

なところがあったにしろ、お互いの意見を聞き

合いながら合意ができる方向としてこれまでも

協議は行ってきていたということをお伝えした

かったという意味でございます。 

○委員（野﨑伸也君） わからんとですけど、

認識の違いがあったて、部長が今、自分の認識

の中で間違いがあったて、その認識の違いとい

うと何だったですか。 

○市民環境部長（堀 泰彦君） これは、大き

い声では言えないところがあると思いますが、

氷川町のほうとうまく話し合いができていなか

ったのではないかというような取り方を他部署

にいたときには、そういううわさを聞いたこと

がございました。ただ、それは当然うわさの段

階で、そういう状況なのかなと、協議ちゅう

と、やっぱり他町村との協議は大変だなという

レベルのものでございます。 
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 ただ、この経緯を見ますと、八代市は八代市

なりに氷川町さんのお気持ちを酌みながら、期

間の余裕をとりつつ、提案をいただくような方

法も行っておりますし、氷川町さんは氷川町さ

んとして、八代市のほうにいろいろな要望も出

されているという状況が見てとれますので、相

手を否定することなく、話し合いとしては順調

に行われてきたのかなと。ただ、一部、解釈的

な訂正があったときには、またすぐ、例えば２

２年１０月７日と８日のほうに訂正をするとか

いうことも行っていたようでございますので、

そういう意味の小さいところも気遣いながら事

務屋としては行っていた内容かなというふうに

考えております。 

○委員（野﨑伸也君） 不手際ですよね、と私

は認識しとっとですよ、結局は。どちらが不手

際なのかわかんないですよ。氷川町なのか、八

代市なのかはわからんとですけれども、結果的

にはうまくいってないという状況じゃないです

かね。なかなか同文議決が得られないような状

況になってきてるというのがあって。そこに対

して、なってきたという経緯はやっぱり不手際

じゃないんですか、そこは。（市民環境部長堀

泰彦君「済いません――」と呼ぶ者あり）まだ

いいです。待ってください。 

 というのと、あと、質問なんですけど、教え

てもらいたいのがちょっとあったんですが、過

剰設備になりますよというような話があって、

会計検査院とか指摘があるんじゃないかという

話ですよね。ということになると、どういった

ことがですね、起きるんですか、八代市として

は。（市民環境部長堀泰彦君「最初――」と呼

ぶ者あり）最初なのか、後なのかどっちでもい

いです。 

○市民環境部長（堀 泰彦君） 不手際という

意味でお尋ねがありましたわけでございますけ

れども、先ほど松永委員のほうから御心配いた

だいとることに対しましては感謝申し上げたと

ころでございますが、これまでも組合議会の中

においてお尋ねとかを私が受けて対応してきて

いる経緯がございますけれども、その中におき

ましても私のほうが回答しておりますのは、同

文議決は必要でございますと。この話し合いに

つきましては、氷川町と真摯に話し合いをし

て、合意ができるように進めていきますという

回答を行っております。 

 それに対して、議員さんのほうがそれを否定

されるということもなくて、組合での説明を行

わせていただいておりますし、２番目の説明で

申し上げましたように、２７年から私のほう、

話し合いに入ってきておりますが、２７年はな

かなか、確かに進まなかったということはござ

いますが、並行して、これは環境センターが３

０年を目途として建設している中において、日

程的には、現時点は負担金の合意をとるという

ところまで、一応、順調にきている内容かなと

いうふうに考えております。 

 当然、負担金の合意ができた後、同文議決と

かいうものを今後のスケジュールの中で進めて

いくところで、同文議決が否定されたという、

現時点ではなくて、いろいろ氷川町さんのほう

から御意見いただいた旨、先ほどございました

ように、本市の市議会議員の先生方にも御説明

を進めるとともに、氷川町のほうにおいてもそ

ういう説明を進めていただく予定で考えており

ます。そういう状況で同文議決を得られるよう

に考えております。 

 ２点目のお尋ねにつきまして、最終的に環境

省からの回答につきましては、いわゆる４町の

分を環境センターで燃やさないとすると、現行

の地域計画での環境センターの施設設備は過剰

でしょうということになります。そうなります

と、２番目の回答にございました、いわゆる会

計検査での御指摘としまして、過剰設備に対し

まして交付金等の国からのお金を返還というよ

うなことに生じる可能性があろうと推測してお
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ります。ですから、先ほどの課長の説明の中で

も申し上げましたように、現行の地域計画は変

えることなく、４町のごみにつきましては、廃

棄物に関しましては、環境センターで受け入れ

るということを私どもは氷川町のほうと話を進

めているという状況でございます。 

○環境センター建設課長（山口敏朗君） ま

ず、同文議決に必要な組合の規約の変更の内容

ですけれども、一つは、千丁、鏡、東陽、泉、

ここのごみをクリーンセンターで処理をしない

という組合の規約の変更が必要になる。それに

伴いまして、負担金の割合の部分も規約の中に

ありますので、先ほど御説明しました割合をき

ちんと設定しないと組合の規約の変更案ができ

ないというところでございます。 

 資料の最初のほうの、２項目めの経緯の平成

２６年１０月６日のところを見ていただきます

と、このときに事務組合のほうから、環境セン

ター供用開始後も収集ごみを除くクリーンセン

ター周辺の一般ごみについては受け入れるとい

う提案があっております。資料の２項目めの３

者協議の経緯のところでございますけれども。

この周辺ごみを受け入れるという提案があって

ることに対しまして、八代市のほうは、それも

できないということをお伝えしているところで

す。 

 周辺ごみにつきましては、大体、年間、１日

当たり１トンか２トン、ちょっと今、手元に数

字をちょっと持ってません、申しわけありませ

んけれども、これをクリーンセンターのほうに

持っていけるように組合規約をつくってしまい

ますと、八代市のほうでの環境センター１３４

トンのごみ処理能力は要らないんじゃないです

かという話になってくるというところでござい

ます。これがこの部分が過剰設計になる、これ

が５トンだった場合は５トン分が過剰設計にな

るというような状況になります。 

 そうしますと、八代市はもう１３４トンでつ

くっておりますので、この５トンにかかった経

費については交付金もかかっておりますので、

その分の返還、そういった事業費に対しての返

還というのが会計検査で指摘されるんではない

かなというところが、環境省からの回答の内容

かなと思っております。 

 八代市といたしまして、やはり地域計画にあ

ります１３４トン、八代市全量のごみを環境セ

ンターで処理をする、これが実現しないといけ

ないということで、今、この部分のごみ処理の

取り扱いについての協議をまた継続していると

いうところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） わかるんですけど、１

３４トンに変更しましたよね、１５０トンか

ら。その時点で、もうそういった同文議決が必

要なんだというレベルの話はもう頭の中にはあ

られたっですか、八代市として。何かそこら辺

のこと出てきてないような気がする。 

○環境センター建設課長（山口敏朗君） その

あたりにつきましては、私もその時点でおりま

せんでしたものですからちょっとわからないと

ころでございます。記録のほうにもそのあたり

が全く載っておりませんので、ちょっとわから

ないところでございます。申しわけございませ

ん。 

○委員（野﨑伸也君） そこら辺のところの進

め方というのが不手際じゃなかったんですかと

いうのを言いたいんですよ。わらかずに、ずっ

とそうやって計画、１５０トンだったりとか、

１３４トンというのを、単純に処理能力、発生

するごみから算出していってつくったというの

はわかるんですけど、そういった情報をつかみ

きれてなかったんじゃないのかというのを私は

今指摘してるんですよ。氷川町のほうが、そっ

ちのほうをですね、ちゃんと知っておられたん

じゃないですかと。 

 それはもうそれでいいんですが、先ほど言い
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ました補助金の返還の件ですよね。おおむねど

れぐらいの返還というのが予想できるんです

か。予想できないんですか。 

○環境センター建設課長（山口敏朗君） 今ち

ょっとこの場では数字が出せませんけれども、

建設費用、そういったもろもろから全部算出す

ることは可能かと思います。これはちょっと帰

ってから積算してみないとわからないところで

ございますので、この時点ではちょっと幾らに

なるのかというのは申し上げられないところで

ございます。 

○委員（野﨑伸也君） 算出されてないちゅう

ことですか、今、現時点で。 

○環境センター建設課長（山口敏朗君） 現時

点ではしておりません。 

○委員（野﨑伸也君） それもどうなのかなと

いうふうに思うんですよ。ていうのが、この負

担割合ですよね。あと、３０年度以降のやつ

で、３５年までということで、若干八代市のほ

うが減りますよというようなお示しばされとっ

とですけれども、そういったものも比較のです

ね、対象となるようなものじゃないのかなとい

うふうに私は思ったわけなんですよ。補助金返

還というのがあって。それが、じゃあ幾らなの

かと。自分たちが今残してでも負担していくと

いうときの中で、それは比較対象としてあるん

じゃないかなというふうには思ったんですよ

ね。今でも同文議決はもらってという話しかな

いもんですからね、選択肢としては。その金額

返還の分も見てですよ、じゃあ要らんばいとい

う話もあっとじゃないんですか。方向性として

は、今、同文議決しかないんだという話しかな

いんですけど。返還してでも自分たちの環境セ

ンターを使っていくんだという話でもありでし

ょう、方向性としては。 

○市民環境部長（堀 泰彦君） 御指摘の考え

方は一つとして、それは私どもは理解はできま

すが、行政としましては、当然、国からの交付

金計画に基づいて行った分として設計をして進

めてきたという意味で、現時点においてはそれ

は考慮はしていないのは事実でございます。 

 ただ、御指摘のように、ある量の分に関しま

して、建設費が最終トータル的に幾らになるか

ちゅうとはまだ進めている状況で、確定してお

りませんので確定はできませんが、おおよその

目安としての試算はできると思います。 

 そういう意味での比較はできますが、行政と

して、地域計画をつくった中において、現時点

では、先ほど委員も申されましたように、交付

金等を返還することがないような計画で進めた

いと。氷川町のごみにつきましては、３５年以

降に関しては、委託として委託料を受け入れて

進めたい。当然、建設の負担金等も含めたとこ

ろの負担金も新たに生じるかと思うわけです

が、そういうものも含めての、今後また協議を

進めていく必要があろうというふうには考えて

いるところでございます。 

○委員（野﨑伸也君） はい、わかりました。 

 委託、クリーンセンターが動けなくなって、

うちで受け入れるという話になったときには、

当然、今言われたような算出しながらですよ、

適切なやっぱお金、負担金をですね、求めてい

くというのは当たり前のことだろうと思うんで

すよ。 

 ただ、先ほど言った交付金返還の関係ですよ

ね。そちらの金額が幾らなのか。今後、こうや

って案分でですよ、今は割合で出していただい

てるんですけど、これをやっていくのは本当に

そっちのほうがいいのかどうかというのはです

よ、行政としてはできないという話じゃなく

て、私たち議員とすれば、市民のお金をいかに

抑えるかという話なんですよ、税金出すのを。

そっちを自分たちは選ばないけないという話に

なるんで、一応ですよ、そういった金額が出せ

るのであれば、そういった資料として出してほ

しいなというお願いもあります。 
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 あと、よそのですよ、自治体とかにおいて、

そういった事例はなかったのかどうかですね。

そういったものは調べられとってもいいんじゃ

ないかなというふうには思います。 

 とりあえず、そこら辺のところをよろしくお

願いしときたいと思います。 

○委員長（福嶋安徳君） ほかにありません

か。 

○委員（増田一喜君） 単純ちゅうたら単純な

質問なんですけどね、結局、こうやって同文議

決が得られるかどうかというのを心配されとる

のは、ここにも受け入れると書いてあるけど、

２２年の１０月７日ですか、このころの町長さ

んの発言では、八代市の共同処理の申し入れを

行う期限は２３年３月３１日とか期限を切った

り、その後にまたあったりとか、そこら辺、何

かちょこっとごたごたしたというのは私たちも

うわさでは聞いたんですよね。だけど、そこで

ちょっとお互いに遺恨が残るような雰囲気があ

ったのかちゅうことで、それが引きずってき

て、今、同文議決についてはちょっと厳しいん

じゃないかなという心配をされていると。私も

そういうふうな受け取り方して心配しとるんで

すよ。 

 それはそれとして、もし同文議決ができない

と、うまくいかなかったという場合には、要は

千丁、鏡、泉、東陽、今、八代市ですよね。こ

の４町がクリーンセンターに出せる間はいいで

すよね。まだ使えなくなるちゅうのじゃないか

ら、それはまだいいですよ。その後には、これ

ができなければ、その４町はどこに捨てればい

いかということになるとは思うんですけど、そ

ういうことになるんですかね、もしできなけれ

ば。それは大変ことですよね。４町がどこにも

ごみ捨てられないとなれば、処分できないとな

れば。そこはどういうふうになってるんです

か。 

○市民環境部長（堀 泰彦君） 今、御指摘の

とおり、組合議会さんが処理できるのは、クリ

ーンセンターにおいて３代目の最終処分場の余

量がある処理ができる範囲、燃やしたごみを持

っていける範囲の期間だけ処理ができるという

ことでございます。ですから、同文議決が経な

くなると、最終的に組合議会のごみの焼却機能

が停止した時点では、否応なく規約の改正とか

いうことして、氷川町さん自体のごみ自体をど

こで処分するかということを決めていかざるを

得なくなるというのは、もう見えている状況で

ございますので、それを見越した上で、当然、

八代市としての同文議決も合意いただきますよ

という説得は必要だろうというふうに考えてい

るところでございます。 

○委員（増田一喜君） そのころですね、私た

ちもそういう話を聞いてたもんだから、わあ、

これは大変だなと。だから、できれば氷川町さ

んも一緒にね、したほうが、お互いのためにな

りゃせぬかなという議論は我々もその当時はし

た覚えがあるんですよね。そうせぬと、やっぱ

り八代市に合併した、そこまで一緒になって処

理ができなくなるというと大変なことですから

ね。 

 我々として、それはうまくいくように、それ

はまあ、氷川町さんがそっとへそ曲げた分があ

りますよというような認識があれば、それをち

ゃんとわかってもらって、同文議決がきっちり

できるような方向で、今、努力されてるわけで

しょう。それは今後も続けて、努力して、そう

いう事態にならないように一生懸命やっていた

だきたいと思う。 

 先ほど何かちょっと言われたんだけどね、こ

のときに、余り期限を切って、そこで何かすぱ

っとしたようなというような部分が少し根っこ

にあるみたいだから。これは市としてはトップ

がそう言われれば、そうせざるを得ないのかな

ちゅう部分はありますけども、そこから引いて

きとる。だけど、それをうまく説明して、氷川
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町さんの話もしっかり聞いて、したらうまく。

４町は一応八代市の所属ですからね。宮原さん

と竜北さんは氷川町としてやったとしても。だ

けど、もともと合併した当時のほうから、八代

市は結構、横綱相撲をとってきてますからね、

そういうちょっと腹の太いような、それでうま

く受け入れるように精いっぱい努力はしていた

だきたいと思います。 

○市民環境部長（堀 泰彦君） ただいまの御

指摘、また野﨑委員さんの御指摘を含めまして

ですね、氷川町さん、組合議会さんのほうと真

摯に話し合いをしまして、私どもとしては同文

議決がスムーズに御同意いただけるような方向

で説得とかというものを進めていきたいと考え

ておりますので、どうぞまた今後とも御指導方

よろしくお願いしたいと思います。 

○委員長（福嶋安徳君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（福嶋安徳君） ないようです。 

 いろいろと意見また指摘がございました。そ

れをいろいろ議員の皆さんに説明できるような

体制をつくって、今後の説明を望みます。 

 以上で環境センター建設事業に伴う氷川町及

び八代生活環境事務組合との協議の進捗状況に

ついてを終了します。本件について、何か質

疑、御意見等はありませんか。 

○委員（中山諭扶哉君） 今、説明いただきま

した分につきまして、やっぱり議員さん全体に

ですね、周知をお願いしたいというふうに思い

ますし、できれば全員協議会の場でもですね、

説明のほうをお願いしたいなというふうに思い

ます。意見ですが。 

○委員長（福嶋安徳君） ほかには御意見あり

ませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（福嶋安徳君） ないようです。 

 当委員会の所管事務調査について、ほかに何

かございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（福嶋安徳君） ないようです。 

 それでは、以上で本日の委員会の日程は全部

終了いたしました。 

 これをもって建設環境委員会を散会いたしま

す。 

（午前１０時５８分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成２８年１１月８日 

建設環境委員会 

委 員 長 
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